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物質の性質
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問1 ビーカーに入れた水に砂糖を加えて完全にかき混ぜ、砂糖水を作りました。このとき、溶かしている側である「水」を指す名
称として正しいものはどれですか。 （2026年　和歌山公立入試　類似）

1.  溶媒 2.  溶質 3.  溶解 4.  溶解度

問2 石油からプラスチックの原料となる粗製ガソリン（ナフサ）を抽出する際に行われる、物質を分離する一連の工程を説明した
ものとして、最も適切なものはどれか。 （2026年　静岡公立入試　類似）

1.  液体を加熱して気体に変化させ
た後、その気体を冷却して再び液
体として回収する。

2.  混合物をろ紙に通すことで、液
体と溶け残った固体に分離する。

3.  物質を高温の水に溶かし、温度
を下げることで結晶として取り出
す。

4.  液体を静置し、密度（重さ）の
違いによって上澄みと沈殿に分け
る。

問3 あるエタノールと水の混合液の質量を測定すると36gであり、体積を測定すると40cm³でした。この液体の密度を算出し、そ
の数値から濃度を推定する考え方として正しいものはどれですか。 （2022年　長野公立入試　類似）

1.  密度は0.90g/cm³となり、成
分比率によって密度が異なる性質
を利用して濃度を推定できる

2.  密度は1.11g/cm³となり、成
分比率によって密度が異なる性質
を利用して濃度を推定できる

3.  密度は0.90g/cm³となるが、
密度は物質固有の値であるため混
合物の濃度推定には使えない

4.  密度は1440g・cm³となり、
この値が大きいほどエタノールの
濃度が高いと判断できる

問4 密度が1.0g/cm³である、質量パーセント濃度2パーセントの水酸化ナトリウム水溶液8cm³を準備しました。この水溶液に含
まれている溶質（水酸化ナトリウム）の質量として適切な数値を選択してください。 （2021年　岐阜公立入試　類似）

1.  16g 2.  1.6g 3.  0.16g 4.  0.016g

問5 質量パーセント濃度がわかっている水溶液に、あと何gの溶質を溶かすことができるかを計算する際の手順として、正しいもの
はどれですか。 （2026年　青森公立入試　類似）

1.  現在の溶液の質量に、その温度
の溶解度を直接掛けて計算する。

2.  溶液の質量と濃度から「溶媒
（水）」の質量を求め、その水に
溶ける最大量を溶解度から算出す
る。

3.  溶液の質量と濃度から「溶質」
の質量を求め、その値を溶解度の
値から差し引く。

4.  濃度に関わらず、溶解度の値か
ら溶液の質量を引く。

問6 枝つきフラスコに赤ワインと沸騰石を入れてガスバーナーで熱し、発生した蒸気を別の試験管に導いて水で冷やす実験につい
て、沸騰石を入れる理由として正しい説明はどれですか。 （2025年　島根公立入試　類似）

1.  加熱したときに液体が急激に沸
騰するのを防ぐため

2.  フラスコ内の液体の温度を一定
に保つため

3.  沸騰するまでの時間を短縮する
ため

4.  赤ワインに含まれる色素を吸着
するため

問7 ガスバーナーの炎が赤色であったため、空気の量を増やして青色の炎に調節することにしました。ガスバーナーの構造とし
て、調節ネジは反時計回りに回すと緩んで隙間が広がり、時計回りに回すと締まって隙間が狭くなるものとします。このと
き、上側の空気調節ネジを操作する方向と、空気の量の変化について正しい組み合わせはどれですか。 （2026年　長野公立入試　類似）

1.  空気調節ネジを反時計回りに回
し、空気の量を増やす。

2.  空気調節ネジを反時計回りに回
し、空気の量を減らす。

3.  空気調節ネジを時計回りに回
し、空気の量を増やす。

4.  空気調節ネジを時計回りに回
し、空気の量を減らす。

問8 試験管やフラスコを用いて二酸化炭素を発生させるために、用いる物質の組み合わせとして最も適切なものを選びなさい。
（2020年　東京公立入試　類似）

1.  石灰石と薄い塩酸 2.  亜鉛と薄い塩酸 3.  二酸化マンガンと薄い過酸化水
素水

4.  二酸化マンガンと薄い塩酸

問9 温度を上げると溶解度が急激に増加する硝酸カリウムと、温度を上げても溶解度がほとんど変化しない塩化ナトリウムがあ
る。それぞれ60℃の水100gに限界まで溶かして飽和水溶液を作った。これらを20℃まで冷却したとき、より多くの結晶が出
てくるのはどちらか。理由とともに適切なものを選びなさい。 （2014年　沖縄公立入試　類似）

1.  温度による溶解度の差が大きい
硝酸カリウム

2.  温度による溶解度の差が小さい
塩化ナトリウム

3.  どちらも100gの水に溶けてい
るので、同じ量の結晶が出る

4.  どちらも飽和水溶液であるた
め、冷やしても結晶は出ない
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
溶媒

水溶液において、物質を溶かしている液体成分を「溶媒」といいます。この実験では、水が溶媒、
砂糖が溶質、できあがった砂糖水が溶液に該当します。物質が液体に溶ける現象そのものは「溶
解」と呼ばれます。

問2 答え 1
液体を加熱して気体に変化させた後、そ
の気体を冷却して再び液体として回収す
る。

石油のように複数の液体が混ざり合った混合物から特定の成分を取り出すには、それぞれの物質の
沸点の違いを利用した蒸留の仕組みが用いられます。加熱による気化と、その後の冷却による液化
を組み合わせることで、目的の成分を分離抽出できます。

問3 答え 1
密度は0.90g/cm³となり、成分比率に
よって密度が異なる性質を利用して濃度
を推定できる

密度は「質量 ÷ 体積」で求められるため、36g ÷ 40cm³ ＝ 0.90g/cm³となります。水とエタノ
ールでは密度が異なるため、混合液の密度を測定して既知のデータ（密度と濃度の関係を示す曲
線）と照らし合わせることで、逆算して質量パーセント濃度を推定することが可能です。

問4 答え 3
0.16g

水溶液の質量は、体積に密度を掛けることで求められます。この実験条件では 8cm³ × 1.0g/cm³
= 8g が水溶液全体の質量です。次に、溶質の質量を求めるために、水溶液の質量に質量パーセン
ト濃度（2パーセントを小数にした0.02）を掛けます。8g × 0.02 = 0.16g となり、これが水溶液
に溶けている溶質の質量となります。

問5 答え 2
溶液の質量と濃度から「溶媒（水）」の
質量を求め、その水に溶ける最大量を溶
解度から算出する。

溶解度は「水100g」に対して溶ける溶質の質量で定義されています。そのため、まずは現在の水溶
液に含まれる溶質と溶媒の質量をそれぞれ特定し、溶媒である「水の質量」を基準にして、その温
度で溶ける限界量を計算しなければなりません。最後に、その限界量からすでに溶けている溶質の
質量を引くことで、追加で溶かせる量が求められます。

問6 答え 1
加熱したときに液体が急激に沸騰するの
を防ぐため

液体を加熱すると、沸点に達しても沸騰せず、その後突然激しく沸き立つ「突沸（とっぷつ）」と
いう現象が起こることがあり、非常に危険です。沸騰石には目に見えない小さな穴が多数開いてお
り、そこから気泡が絶えず発生することで、液体の沸騰を穏やかに進める役割を果たします。な
お、一度使用して冷めた沸騰石は、穴に液体が入り込んで効果がなくなるため、再利用はできませ
ん。

問7 答え 1
空気調節ネジを反時計回りに回し、空気
の量を増やす。

ガスバーナーの炎の色を赤色から青色に変えるには、空気調節ネジを操作して空気の混入量を増や
す必要があります。ネジを反時計回りに回すとネジが緩んで空気の通り道である隙間が広がるた
め、より多くの空気を送り込むことができます。時計回りに回すとネジが締まって空気の量が減っ
てしまうため、炎を青くする際には反時計回りに回すのが正解です。

問8 答え 1
石灰石と薄い塩酸

二酸化炭素は、石灰石（炭酸カルシウム）に薄い塩酸を加えることで発生します。亜鉛に薄い塩酸
を加えた場合は水素が発生し、二酸化マンガンに薄い過酸化水素水を加えた場合は酸素が発生する
ため、それぞれの反応における物質の組み合わせを区別して覚える必要があります。

問9 答え 1
温度による溶解度の差が大きい硝酸カリ
ウム

冷却による再結晶は、高温時と低温時の溶解度の差を利用する操作である。硝酸カリウムは温度が
下がると溶けきれる最大質量が大幅に減少するため、その差の分だけ多くの結晶が析出する。一方
で塩化ナトリウムは温度が下がっても溶解度がほぼ一定であるため、冷却による結晶の出現はわず
かである。


